
研修医（2年次）用：拡大版  

平成17年度臨床研修に関する調査   

厚生労働科学研究班：「新医師臨床研修制度の評価に関する調査研究」  

＜主任研究者：福井次矢（聖路加国際病院院長）＞  

同   ：「卒前教育から生涯教育を通じた医師教育の在り方に関する研究」  

＜主任研究者：篠崎英夫（国立保健医療科学院院長）＞  

【記入上の注意】   

この調査票は2年目の研修医の方がご記入ください。   

調査票は、同封の封筒に入れ、封をしたのち、病院に提出してください。ご回答いただき   

ました内容については、次のように取り扱います。   

① 調査目的以外には使用いたしません。   

②統計的に処理し、個人名等が特定できないように配慮します。   

③ 自由記述の内容も、個々の回答者が特定されないよう配慮し、データ化します。   
④ 調査の拒否や、調査項目の一部への回答拒否があっても、そのことで不利益が生ずること  

はありません。   

⑤ 調査結果は、報告書として公表されます。   

なお、調査内容についてご不明な点がありましたら、下記までお問い合わせ〈ださい。   

＜アンケート内容に関する問い合わせ先＞  

〒LOO日916  

東京都千代田区霞ヶ閑12－2 巧そ生労働省 医政局 医事課 医師臨床研修推進去  

1LL O：ト5253∴‖11（内線∴56日）、03二う595－二川G（夜間直通）Iて八＼03ニほリ1【907ご  

※ 以下の項目について、あてはまるものを○で囲む、あるいは（  ）内にご回答ください   

Ⅰ．あなたの属性について  

の   都道府 県   

大   大学   

性 別   1男性  2女性   実家   

年 齢   歳   出身   

Ⅱ．臨床研修について   

【病院の属性について】  

l呂卜1 あなたの研修ソログラムを管理している病院（ハ㌢一杯  

問2 ゎなたの研修プログラムを管理している柄院はどれに当たりますか  

3 管理型臨床研修病院  大学附属病院  2 単独型臨床研修病院  

都道府 県  問3 研修プログラムを管理している柄†浣の所在地  

問4 研修プログラムを管理している柄院の規模（柄床数）  

5 700床以上900床未満  

6 900床以上   

3 300床以上500床未満  

4 500床以上700床未満  

100床未満  

100床以上300床未満  
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【研修期間の内訳について】  

問5 2年間の臨床研修のうち、それぞれの研修期間を教えてください  

＊ 大学附属病院が協力施設になっているときは“1”に記入してください  

1大学附属病院   ケ月   

2単独型・管理型臨床研修病院   ケ月   

3協力型臨床研修病院   ケ月   

4研修協力施設   ケ月   

問6 2年間の臨床研修のうち、それぞれの研修期間をお答えください  

▼  

問6－2 問6で“8”を選んだ場合、内容をお答えください  

1整形外科   ヶ月   8泌尿器科  ヶ月   

2形成外科   ケ月   9リハビリテーション（理学療法）科   ケ月   

3脳神経外科   ケ月  10放射線科   ケ月   

4小児外科   ケ月  11病理   ケ月   

5眼科   ケ月  12緩和ケア部門   ケ月   

6耳鼻咽喉科   ケ月  13 その他（   ケ月   

了皮膚科   ケ月  

【研修中の時間外勤務について】  

問7 研修中の日直・当直の回数は平均して月にどのくらいですか  ＿‾、‾＿「∵  

＿二‾J‾」て」   

問8 研修中の自宅待機（またはオンコール当番）の回数は平均して  

月にどのくらいですか   

【受持症例について】  

問9 2年間の臨床研修で担当した入院患者数についてお尋ねします  

問9－1 平均して、1日当たり何人ほどの入院患者を担当していましたか  ト人l   
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l、、l‾‾＿lT＿＿＿  問9【ま：三担㌍した入院患者の総数はどのくらいですか   

【研修への満足度】  

問10 あなたが現在研修している病院の研修体制制こ満足していますか（0印は1つ）  

［二重  
している →問10－1へ  2 満足していない→間10－2へ  3 わからない  

問10、1 問10で“1”と回答した場合、そげ、）理りlは何ですか（あてはまるも〃）全てに○印）  

1指導医の指導が熱心  

2 研修に必要な症例・手技の経験が十分  

3 待遇・処遇がよい  

4 研修に対する診療科間（病院間）の連携がよい  

5 コ・メディカルとの連携がうまくいっている  

6 受け入れ体制が十分整っている  

7 職場の雰囲気が良い  

8 教育資源（図書など）が十分である  

9 雑用が少ない  

川 相談体制が十分整っている  

11第一志望の病院である  

1；そ その他（  

問10L－2†Jり10で“2”とl‖J答した場合、その野由は何で1？一か（あてはまるヰ）の全てに0印）  

1指導医から十分に教えてもらえない  

2 研修に必要な症例・手技の経験が不十分  

3 待遇処遇が悪い  

4 研修に対する診療科間（病院間）の連携が悪い  

5 コ・メディカルとの連携がうまくいかない  

6 受け入れ体制が十分整っていない  

了 職場の雰囲気が良くない  

8 教育資源（図書など）が足りない  

9 雑用が多い  

1（）相談体制が十分整っていない  

11第一志望の病院ではない  

12 その他（  

l告］11あなたが研修しノている研修プログラムに摘足していますか  

満足している →間11－1へ  2 満足していない→間11－2へ  3 わからない  

ヲヨ〕1ト1 問11で“1”とl‖】答した場合、その押出は何ですか（あてはまろもの仝てにC仰）  

プライマリ・ケアの能力を身につけられる  4 期待していた通りの内容である  

全人的医療を学ぶことができるから  5 複数の科を回って進路を決める参考になる  

専門医研修にうまくつながりそうである  6 その他（  

問1トー2 問11で“2’’と回答した場ノ含、その理由は何ですか（あてはまるもの全てに⊂〕印）  

1プライマリ・ケアの能力がよく身につけられない  5 思っていたよりも内容が楽すぎる  

2 全人的医療を学ぶことができないから  

3 専門医研修にうまくつながりそうでない  

4 思っていたよりも内容が厳しすぎる  

6 1分野あたりの研修期間が短い  

了 希望する科を選択できない  

8 その他（   
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間12 臨床研修の到達目標に関して、この研修でどのくらい達成されたと思いますか（○印は1一っ）  

問12叫1 問12で“3”または“4”と回答した場合、達成するために必要な課題は何ですか  

（あてはまるもの全てに○印）  

7 プライマリ・ケアを充実させる  

8 回る科を少なくする  

9 雑用を減らす  

10 コ・メディカルの協力  

11 その他（  

1各科の研修期間を長くすること  

2 指導医をよくすること  

3 本人の努力  

4 充分な症例数  

5 手技をやらせてもらう  

6 科の選択を自由にする  

問13 あなたが研修を受けている病院の処遇・待遇に満足していますか  

1満足している →問13－1へ  2 満足していない→間13－2へ  3 わからない  

問13－1 問13で“1”と回答した場合、その理由は何ですか（あてはまるもの全てに○印）  

1給料・手当が良い  

Z 住宅環境が良い  

3 IT環境がよい  

4 休暇が充実している  

5 研修医専用の部屋がある  

6 学会や研究会に行きやすい  

7 その他（  

問13－2 問13で“2”と回答した場合、その理由は何ですか（あてはまるもの全てに○巨tり  

1給料・手当が安い  5 研修医専用の部屋がない  

2 住宅環境が良くない  6 学会や研究会に行きにくい  

3 IT環境が悪い  7 その他（  

4 勤務時間が長い・休暇が取りづらい  

【説明との異同】  

問14 説明会又は面接時に説明された処遇・待遇と現在の処遇・待遇は同じですか  

1現在の方がよい→聞14－1へ  2同じ  3現在の方が悪い→間14－2へ  4わからない  

間14－1 問14で“1”と回答した場合、具体的にはどのような違いがありましたか  

（あてはまるもの全てに○印）  

1給料・手当が良い  

2 住宅環境が良い  

3 休暇が取れる  

4 勤務時間が適当  

5 その他（   
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と回答 問14一－2 問ト1で“3”した場合、具体的にはどのような違いがありましノたか  

（あてはまるもの全てに○印）  

1給料・手当が悪い  4 勤務時間が長い  

2 住宅環境が悪い  5 勤務時間が短い  

3 休暇が取れない  6 その他（  

【相談体制】  

問15 石チこ修を受けるうえで何か問題が生じた場合に誰に相談していますか  

（あてはまる吏）の全てにC印）  

1研修管理委員会・委員長  

2 プログラム責任者  

3 指導医  

4 上級医（指導医を除く）  

5 専属又は兼務の研修医相談担当者  

6 看護職（師長など）  

7 研修医（同僚・先輩）  

8 その他（  

9 相談相手がいない  

10 相談しない  

Ⅲ．臨床研修後のことについて   

【研修後の進路について】  

IH16 臨床研修修r後の子う王はどれですか  

1現在、研修をしている大学に在籍し、その大学または医局が紹介する病院で勤務・研修する  →間18－1，3へ  

2 現在、研修をしているのとは別の大学に在籍し、その大学または医局が紹介する病院で勤務・  

研修する  

3 現在、研修をしている市中病院で引き続き勤務・研修する   

4 現在、研修をしているのとは別の市中病院で勤務・研修する   

5 臨床系大学院に進学する   

6 基礎・社会医学系大学院に進学する   

7 基礎・社会医学系研究者（大学院生をのぞく）になる   

8 開業する（開業医を引き継ぐ場合も含む）   

9 保健所等、医療行政の仕事につく   

10 医療・研究以外の仕事につく（具体的に   

11海外に勤務・留学する  

一一間18－1，3へ  

－→間18－2．3へ   

→間16－2．3へ   

一→間18－3へ  

12 まだ決まっていない  

13 その他（  

問16→1 問16で“1”または“2”と回答した場合、身分はどれになる予定ですか  

大学の正規職員  4 その他（  

大字の期限付き職員  5 わからない  

派遣先病院の職員  

問16－2 問16で“3”または“4”とⅠ可答した場合、身分はどれになる予定ですか  

正規職員  

非常勤職員  

3 その他（  

4 わからない   
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問16－3 問16で“1～5”と回答した場合、 将来的に、診療所の開業を希望しますか。＋一番近い  

と思うものを選んでください  

1開業は希望しない  

2 条件が整えば開業したい  

3 できるだけ早く開業したい  

4 開業医を引き継ぐ  

5 わからない  

問17 臨床研修修了後の勤務先（または研修先）を決定した理由は何ですか⊃ あてはまる理由に○を  

つけてください（あてはまるもの全てに○印）。そのうち最も大きな理由には◎をつけて下さい  

プログラムが優れている  1「いわゆる後期研修」   11実家に近い  

12 出身地である  

13 配偶者の居住地・勤務地である  

14 大都市である  

15 子供の教育を考えた  

16 へき地医療への情熱を持っている  

17 先輩医師の紹介  

18 大学からの派遣  

19 その他（  

2 出身大学である  

3 優れた指導者がいる  

4 現在研修している  

5 給料・処遇がよい  

6 施設・設備が充実している  

7 専門医取得につながる  

8 医学博士号が取れる  

9 臨床研究が優れている  

10 基礎研究が優れている  

間18 臨床研修修了後に勤務・研修する都道府県はどこですか  

1 （  ）都道府県  2わからない  

【専門としたい診療科】  

問19  臨床研修修了後に専門とする特定の診療科（標梼科による）等を決めていますか  

1決めていない  

2決めている・  

1内科  12整形外科  23泌尿器科   

2心療内科  13形成外科  24リハビリテーション（理学療法）科  ‥‥・・‥◆  

14美容外科   

15脳神経外科   

16呼吸器外科   

17心臓血管外科   

18小児外科   

19産婦人科   

20日艮科   

21耳鼻咽喉科   

22皮膚科  

25放射線科   

26麻酔科   

27救命救急   

28総合診療科   

29病理   

30緩和ケア部門   

31医療行政職   

32基礎系   

33その他（   

3呼吸器科   

4消化器科   

5循環器科   

6アレルギー科   

7リウマチ科   

8小児科   

9精神科   

10神経内科   

11外科  

右の囲みの中から  

○印をひとつ付けて  
間19－1，2へ  
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問19一－・1 問19で“2（「決めている」）”と回答した場合、その診療科を選んだ理由はなぜですか（あ  

てはまるもの全てにC印）  

1学問的に興味があるから  

2 やりがいがあるから  

3 その科の対象が好きだから  

4 収入がよいから  

5 自由な時間が多いから  

6 訴訟が少ないから  

7 いい指導医がいたから  

8 親や親類がその科だから  

9 先輩や教授に誘われたから  

10その他（  

問19一－2 問19で“2（「決ぜ）ている」）”と回答した場合、その診療科は臨床研修を受ける前後で変  

わりましたか  

変わらない  2 変わった→間19－2－1．2へ  

問192－1 聞19∬2で“2（「変わった」）”と回答した場合、変更する前はどの診療科を考え  

ていましたか 間19の言を塘科の申から選んで番号を記入してください  

＊ 問19の番号（診療科）を記入  

問19－22 問192で“2（「変わった」）”と回答した場合、その理由はなんですか  

（あてはまるもの全てにC印）  

1現在進もうと思っている科を研修してみて興味がわいたから  

2 以前進もうと思っていた科を研修してみて興味がそがれたから  

3 以前進もうと思っていた科を研修してみて大変だと思ったから  

4 臨床研修とは別の理由で変更した（具体的に  

5 何となく  

6 その他（  

【専門医等の取得について】  

問20 あなたは専門医・認定医〃）資格を放りたいと思、いますか  

2 そう思わない  3 決めていない  そう思う  

問21．を）なたは医学博士F‡を取りたいと思いますか  

そう思う  2 そう思わない  3 決めていない  

【将来の進路について】  

問22 将来はどのような分野で仕事をしたいと考えていますか  

4保健所等の行政  

5 その他（  

6わからない  

1臨床→問22－1，2へ  

2教育  

3研究  
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問22－1問22で“1”と回答した場合、将来、どのような専門惟で勤務することを目指していま  

すか。一番近いと思うものを選んでください  

1幅広い病気の治療にかかわる診療をしたい（例：総合診療医、救急）  
2 幅広い病気の治療にかかわりながらも、特定の分野である程度の専門性をもって診療したい  

（例：内科開業医、一一般外科）  

3 特定の診療科の対象患者を幅広く治療する医師として診療したい（例：消化器科、脳神経外科、眼科）  

4 特定の診療科で、さらに特定の分野の専門性をもって診療したい（例：肝臓専門）  

問22で“1”と回答した場合、将来、大学の医局への入局を希望しますか  問22－2   

1入局を希望する  2 入局を希望しない  3 わからない  4 関心がない  

【仕事と生活とのバランスについて】  

問23 将来、仕事と自分の生活のバランスをどのようにしたいと考えていますか。一一番近いと思うもの  

を選んでください  

1仕事に生き甲斐を求めて、全力を傾ける  

2 自分の生活も大切にするが、どちらかというと仕事のほうを大切にする  

3 仕事も、自分の生活も同じくらい大切にする  

4 仕事も大切にするが、どちらかというと自分の生活のほうを大切にする  

5 仕事よりも、自分の生活を大切にする  

【大切に思うこと】  

問2－4 将来、最も大切にしたいものはなんですか  

5 地位・名誉  

6 自分の自由な時間  

7 家族・家庭  

8 その他（  

1社会への貢献  

2 技術向上  

3 研究業績  

4 収入  
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Ⅳ．臨床研修で身に付いた基本的な臨床知識、技術、態度について  

問三三5 臨床研修で身に付いた臨床知識、技術、態度についてお尋ねします二以トの項目についてA、R、  

C、りのうち、あてはまる記号を○で囲んでください  

A 確実にできる、自信がある  C あまり自信がない、ひとりでは不安である  

B だいたいできる、たぶんできる  D できない  

A  B  C  D  

A   B   C   D  

A  B  C  D  

A   B   C   D  

A   B   C   D  

A   B   C   D  

A   B   C   D  

A  B  C  D  

A   B   C   D  

A   B   C   D  

A  B  C  D  

A   B   C   D  

A   B   C   D  

A   B   C   D  

A   B   C   D  

A   B   C   D  

A  B  C  D  

A   B   C   D  

A  B  C  D  

A  B  C  D  

A   B   C   D  

A  B  C  D  

A   B   C   D   

できる   A  B  C  D   

∴十   A   B   C   D   

A   B   C   D   

rでき、結果J）解釈ができる   A  B  C  D   

；できる   A  B  C  D   

A  B  C  D  

A   B   C   D  

A  B  C  D   

1 患者げ、）解釈モテルを聞きだすことができる  

リ  患者の病歴を系統的に略取できる  

3  嬉、首と非言言帥勺‥」ミュニケーン三ゴンができる  

」4  バータルサインを取ることができる  

5  皮膚の所見を記述できる  

6  眼血中見にti二り、軌脈硬化の有無モを判定できる  

鼓膜を観察し、異常爪有無を判定できる  

8  甲伏腺の触診ができる  

リ  心尖拍動を触知できる  

1（〕 心推古を聴取し、記載できる  

11 ラ音を略取し、記載できる  

1ニ  筋「′L防御の有無を判定できる  

1こぅ  直腸診で前立腺の異常を判断できる  

ト1 杵娠の初期兆候を把握できる  

15  メて手診により女性附属器の腫脹を触如できる  

1〔 関節可動域を検査できる  

17  髄膜刺激所見をとることができる  

1と： 小児ゾ）精神運動発達√異常を判断できる  

1〔l うつ病の診断基準を述べることができる  

ご〔l 骨折、脱臼、捻挫の鑑別診断ができる  

コ1 尿沈査の錆検で、赤血球、白血球、円柱を区別できる  

りり  佃の潜血反応を実施し、結果を解釈することができる  

2ニ｝  血凍ガス分拓り）適応が判断でき、結果の解釈ができる  

コ∴1 血算・白血球分画検査の適応が判断でき、結果の解釈が  

コ5  血液生化学的検査の適J′しが判断でき、結果の解釈ができ  

可  

27  静易検査（血糖、電解質、尿素窒素など）の適応が判甚F  

2冒  血液免疫血清学的検査の適応が判断でき、結果の解釈カ  

司  

31） グラム染色を行い、結果の解釈ができる  

31 髄液検査の適応が判断でき、結果びつ解釈ができる  
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32  心電図検査を自ら実施し、不整脈の鑑別診断ができる   A  B  C  D   

33  肺機能検査で閉塞性換気障害の判定ができる   A  B  C  D   

34  超音波検査を自ら実施し、胆管拡張の判定ができる   A  B  C  D   

35  胸部単純X緑でシルエットサインを判定できる   A  B  C  D   

36  腹部単純X線でイレウスを判定できる   A  B  C  D   

37  胸部CTで肺癌による所見を見出すことができる   A  B  C  D   

38  頭部MRI検査の適応が判断でき、脳梗塞を判定できる   A  B  C  D   

39  手術の手洗いが適切にできる   A  B  C  D   

40  静脈血採血が正しくできる   A  B  C  D   

41 動脈血採血が正しくできる   A  B  C  D   

42  血液型クロスマッチを行い、結果の判定ができる   A  B  C  D   

43  輸液の種類と適応を挙げ、輸液の量を決定できる   A  B  C  D   

44  腰椎穿刺を実施できる   A  B  C  D   

⊥15  導尿法を実施できる   A  B  C  D   

46  抗菌薬の作j朴副作用を理解し、処方できる   A  B  C  D   

47  局所浸潤麻酔とその副作用に対する処置が行える   A  B  C  D   

48  傷病の基本的処置として、デブリードマンができる   A  B  C   D   

49  皮膚縫合法を実施できる   A  B  C  D   

50  術後起こりうる合併症及び異常に対して基本的な対処ができる   A  B  C  D   

51 術前患者の不安に対し、心理的配慮をした処置ができる   A  B  C  D   

52  心マッサージができる   A  B  C  D   

53  気管挿管ができる   A  B  C  D   

5▲4  レスピレーターを装着し、調節できる   A  B  C  D   

55  電気的除細動の適応を挙げ、実施できる   A  B  C   D   

56  救急患者の重傷度および緊急度を判断できる   A  B  C  D   

57  ショックの診断と治療ができる   A  B  C  D   

58  末期患者の家族に病気を説明し、家族の心理的不安を受け止めることができる   A   B  C   D   

59  在宅医療を希望する末期患者のために、環境整備を指導できる   A  B  C  D   

60  緩和ケア（WIlO方式がん痔痛治療法を含む）のチーム医療に参加できる   A  B  C  D   

61 患者の身体的側面だけでなく、心理社会的側面に配慮した治療ができる   A  B  C  D   

62  医療費や社会福祉サーービスに関する患者、家族の相談に応じ、解決法を指導できる   A  B  C  D   

63  インフォームドコンセントをとることが実施できる   A  B  C  D   

64  指導医や専門医に適切なタイミングでコンサルテーションができる   A  B  C  D   

65  糖尿病患者への健康教育（健康相談および指導）ができる   A  B  C  D   

66  日常よく行う処置、検査等の保険点数を知っている   A  B  C  D   

67  ソーシヤ／レワーカーの役割を理解し、協同して患者ケアを行える   A  B  C  D   

68  禁煙指導ができる   A  B  C  D   
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A  B   C   D  

A  B   C   D   

hりある医療を提供できるよう   
A  B  C  D   

ニとができる   A   B   C   D   

テ文献検索ができる   A  B   C   D   

、 ▼71 －t  丁   A  B  C  D   

Ⅲt・こモ（】S），トtPHl）に従って記載し   
A  B  C  D  

A  B  C  D  

A  B  C  D  

A  B  C  D   

できそ   A  B   C   D   

′レなどに汀ト」て行動できる   A  B  C  D   

を理解し、実施できる   A  B   C   D   

上、病脛珊机虹を吾∴二ことができ   
A  B  C  D   

醸して、身休所見々とることが   
A  B  C  D   

＝4吊に維持するような汁i塘法   
A  B  C  D  

A  B  C  D  

A  B  C  D   

こ、、きる   A  B  C  D  

A  B  C  D   

・きそ、   A  B  C  D   

、こ即断1い、適切な検か処置が   
A  B  C  D   

解し、連携してケアを7ナウこと   
A  B  C  D   

知識を持ち、適切な連携をとる   
A  B  C  D  

A  B  C  D  

A  B  C  D   

きそ A  B   C   D   

と作戊できる．」   A  B  C  D   

できる A  B  C  D   

凶  

70  在宅医療の適応慣判断ができる  

入院患者の退院後も継続性  地域の医療資源を活用lノ、  

調整することができる  

杜．た福祉施設等の役割について理解し、連携をとる二  

診凍上湧き上がってきた疑問点について、九1eし11i】1eて  

ノ 

診凛録（退院時サマリーを含む）  

管一攣できる  
をP（）S（Pr（）＝pm（1l－i  

76  研竃デザインを理解Lて、論文を読むことができる  

77  学三ミで症例報告ができる  

78  デ一夕Jノ）椎類に応じて適切な統計ノ羊的解析ができる  

7リ  医療上の安全確認び）農本的な考え方を理解しノ、実兄  

医廃車故防」1二及び諷故後の対処について、マニュア／  

Bl 院力感染対策（StaIl〔1aTl（】lつⅠ－PC測ti川1トを含む）の基本  

高齢者け）聴か視力・認知面で叫啓一畑ハ有無に配慮しプ  

非典型的であるニトを理角  83  高齢者ノ）症状が非特異的、  

できる  

銅  ■島齢者の身体的、精神的、社会的活動性をできるだ亡  

を呈示することができる  

8E  小児の精神運動発達明異常を判断できる  

帥  小児の採血、甘酒ができる  

87  患児J、）身体的苦痛J〕みならず、精神的ケアにも配慮  

8ヒこ  患児J）牢齢や理角勘真に応じた説明ができる  

代表的な精神科疾患について、診断および治療がで  

精神科領域の薬物治療に伴1ニとの多い関守引こ／つい  

こ・きる  

の業務を理角  91 精神科コメディカ′レスタップ（PS＼1r等）  

かできる  

根城の精神保健福祉に関する支援体制状況に関－（j「る  

二とができる  

9こ； 守秘義務を果たし、プライバシいへの配膚ができる  

9ノ1 唐音J）基本的権利について説明できる〕  

リー1【‘】己決定できない患甘ぐの代理決定について1：lj断で  

話療計画（診断、治療、患者・家族への説明を含む）イ  

9（ミ  言′；療ガイドラインヤクリテイカルパスを理解し活拝  
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Ⅴ．臨床研修での経験症例数について  

問26 あなたの経験症例数をお尋ねします。以下の項目について、2年の研修期間中、入院患者あるい  

は外来患者で、あなたの経験した数についてあてはまるもの（症例数）を○で囲んでください  

問26－1 症状・病態について  

1 不眠   0例   1～5例  6～10例  11例～   

2 浮腫   
0例   1～5例  6～10例  11例～   

3 リンパ節腫脹   0例   1～5例  6～10例  11例～   

4 発疹   0例   1～5例  6～10例  11例～   

5 発熱   0例   1～5例  6～10例  11例～   

6 頭痛   0例   1～5例  6～10例  11例～   

7  めまい   0例   1～5例  6～10例  11例～   

8 視力障害、視野狭窄   0例   1～5例  6～10例  11例～   

9 結膜の充血   0例   1～5例  6～10例  11例～   

10 胸痛   0例   1～5例  6～10例  11例～   

11 動惇   0例   1～5例  6～10例  11例～   

12 呼吸困難   0例   1～5例  6～10例  11例～   

13 咳・疾   0例   1～5例  6～10例  11例～   

14 嘔気・嘔吐   0例   1～5例  6～10例  11例～   

15 腰痛   0例   1～5例  6～10例  11例～   

16 便通異常（下痢、便秘）   0例   1～5例  6～10例  11例～   

17 腰痛   0例   1～5例  6～10例  11例～   

18 匹川支のしびれ   0例   1～5例  6～10例  11例～   

19 血尿   0例   1～5例  6～10例  11例～   

20 排尿障害（尿失禁・排尿困難）   0例   1～5例  6～10例  11例～   

21 不安・抑うつ   0例   1～5例  6～10例  11例～   

22 心肺停止   0例   1～5例   6～10例 11例～   

23 ショック   0例   1～5例  6～10例  11例～   

24 意識障害   0例   1～5例  6～10例  11例～   

25 脳血管障害   0例   1～5例  6～10例  11例～   

26 急性心不全   0例   1～5例  6～10例  11例～   

27 急性冠症候群   0例   1～5例  6～10例  11例～ 

28 急性腹症   0例   1～5例  6～10例  11例～   

29 急性消化管出血   0例   1～5例  6～10例  11例～   

30 外傷   0例   1～5例  6～10例  11例～   

31 急性中毒   0例   1～5例  6～10例  11例～   

32 誤飲、誤嘩   0例   1～5例  6～10例  11例～   

33 熱傷   0例   1～5例  6～10例  11例～   

34 自殺企図   0例   1～5例  6～10例  11例～   
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問26－2 疾患に／）いて（複数の疾患を含む項目け、そ紆ひと／Jでも経験すれば1例と数え、合計数  

をご回答ください）  

0例 1～5例  6～10例 11例～  

0例 1～5例  6～10例 11例～  

0例 1～5例  6～10例 11例～  

0例  1～5例  6～10例 11例～  

0例 1～5例  6～10例 11例～  

0例   1～5例  6～10例 11例～  

0例  1～5例  6～10例 11例～  

0例  1～5例  6～10例 11例～  

0例  1～5例  6～10例 11例～  

0例  1～5例  6～10例 11例～  

0例  1～5例  6～10例 11例～  

0例  1～5例  6～10例 11例～  

0例   1～5例  6～10例 11例～  

0例  1～5例  6～10例 11例～  

0例  1～5例  6～10例 11例～  

0例  1～5例  6～10例 11例～  

0例  1～5例  6～10例 11例～   

満   
0例  1～5例  6～10例 11例～  

0例  1～5例  6～10例 11例～   

肝  0例   1～5例  6～10例 11例～  

0例   1～5例  6～10例 11例～  

0例  1～5例  6～10例 11例～  

0例   1～5例  6～10例 11例～   

1 

0例  1～5例  6～10例 11例～  

0例  1～5例  6～10例 11例～  

0例  1～5例  6～10例 11例～  

0例  1～5例  6～10例 11例～  

0例  1～5例  6～10例 11例～  

0例  1～5例  6～10例 11例～  

0例   1～5例  6～10例 11例～  

0例  1～5例  6～10例 11例～  

0例  1～5例  6～10例 11例～  

0例   1～5例  6～10例 11例～  

0例   1～5例  6～10例 11例～  

0例 1～5例  6～10例 11例～  

こう5 貧血（鉄欠乏一性貧血、二次ノ性貧血）  

36 脳・脊髄血管障害（脳梗塞、脳内出血、くも膜下け拍山  

37 湿重さ・皮膚炎群（接触皮膚炎、アトピー性皮膚炎）  

38 毒廊ブ委  

ニう9 皮膚感染症  

」40 ′首折  

ノ11 関節の脱臼、亜脱臼、捻挫、靭帯損低  

42 骨組髭症  

43 脊柱障ノ≠手（腰椎椎間板ヘルニア）  

4∠1 心不全  

15 狭心症、心筋梗塞  

′46 イこ整脈（j二要な頻脈ノ性、徐脈性不整脈）  

／17 動脈疾患（動脈硬化症、人軌脈癌）  

4汚 ■モ：川【リモ症（本態ノ性、二次一性高血ノ上症）  

▲′19 呼吸不全  

50 呼吸器感染症（急性上気道炎、気管支炎、肺炎）  

51 閉箸性・拘束性肺疾揖（気管支喘息、気管支拡張症）  

52 食通・胃・卜二指腸疾患（食道静脈嘘、閂癌、消化作  

瘍、胃・十二指腸炎）  

53 小脳・大腸疾患（イレウス、急性虫垂炎、痔核・痔渥）  

5．′4 肝疾患（ウイルスノ性肝炎、急性・慢性肝炎、肝硬せ、  

癌、アルコール性肝障害、薬物性肝障害）  

55 横隔膜・腸壁・月別莫（月別莫炎、急性順症、ヘルニア）  

56腎六仝（急一性・慢′性腎不全、透析）  

57 泌尿器科的腎・尿路疾患（尿路結｛∴尿路感染症）  

5R 妊娠分娩（」E常妊娠、流産、早産、正常分娩、産科け用  

乳腺炎、産裾）  

59 男性生殖器疾患（前立腺疾患、勃起障害、精巣腫瘍）  

6C 糖代謝異常（糖尿病、糖尿柄ゾ）合併症、低血糖）  

61 高脂血症  

62 屈折異常（近視、遠視、乱視）  

63 角結膜炎  

6′1 白内障  

65 緑内障  

6〔中」†炎  

67 アレルギー性鼻炎  

6巨 痴呆（血管ノ性痴呆を含む）  

69 うつ病  
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